
長崎大学SDGs
活動概要

長崎大学グローバル連携機構
藤野忠敬

2019年2月13日 地域創生×SDGsセミナーin長崎



長崎大学とSDGs

大学の理念：
地球の平和を支える科学を
創造することによって、

社会の調和的発展に貢献する

SDGsの“No one left behind”
（誰一人取り残さない）

に大学として、どう貢献できるか？



世界で取り残される人を生むリスクとは？

戦乱／災害・疫病（感染症）／核兵器

熱帯医学・グローバルヘルス研究科SDGs研究センター



日本で取り残される人を生むリスクとは？
東京一極集中・高齢化社会

→島に顕著な影響（長崎県が島の数日本一）

島における教育環境・離島実習
◎教育学部 地域教育総合支援センター

集落社会が持続するまちづくり
人間活動と島の生態系の調和
◎経済学部・工学部・環境科学部
多文化社会学部

洋上風力導入の環境評価
クリーンエネルギーを用いた養殖業
◎海洋未来イノベーション機構

インフラのモニタリング・存続
◎工学部 インフラ長寿命化センター

島の水産業・沿岸海洋生態系の保全
◎水産学部
◎環東シナ海環境資源研究センター



2018年11月14日

第一回長崎大学「島とSDGsシンポジウム」を開催

長崎大学「島嶼SDGsプロジェクト」

第一部 基礎的社会サービスの観点から
第二部 まちづくりと集落社会の持続性の観点から
第三部 島だからできるイノベーション
第四部 パネルディスカッション

「島の課題解決とパートナーシップ」



島嶼SDGsプロジェクトの目指す所

長崎の島の課題解決
＋

イノベーション

＝世界の未来の処方箋に

世界遺産は過去が今生きている。
今の事が世界に認められるためには？
それができたらやってくる人もいるのでは？

平和を重んじる長崎
から世界への発信

～長崎の未来のために～
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